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構造物基礎を構築する方法にケーソン工法がある｡一般に､オープンケーソンを沈設させる場合､躯体に

は主に土圧､水圧､周面摩擦力が大きす作用するために､大きな沈設荷重が必要になる｡SSケーソン工法

(spacesystemcaissonMethod)は､オープンケーソン工法の一種であり､この工法はケーソン躯体と掘削地山

間の摩擦抵抗をスペース砂利(玉砂利)によって摩擦力を低減させ､躯体の自重のみで沈設させる工法でる｡し

かしながら､ケーソン沈設時の周面摩擦力については､これまで精度の良い測定結果が得られていない｡

そこで､本研究は一般的に行われている駆体の応力測定から算出する方法を用いるのでなく､実際に玉砂

利を用いたケーソンの沈設時における周面摩擦力､土圧､水圧などの力と変位などの挙動を現場で測定を行

い､ケーソン沈設時の周面摩擦力を明らかにすることを目的とした｡

ssケーソンの施工時の現場計測から､設計値と実測値の比較とケーソン壁面の土圧および周面摩擦力がケ

ーソン挙動に与える影響は､ケーソン外壁面の材質､地質､深さなどによって周面摩擦力が大きく変化し､

外周の土のせん断強度と直接関係はないことが明らかになった｡また､ケーソン下端の形状､掘削方法およ

びケーソン本体の大きさにも影響されることが判明した｡粘土層における測定結果から､設計値と実測値の

定量的な比較は直接できなかったものの､周面摩擦力は玉砂利を用いることにより低減効果をある程度確認

することができた｡

今後の課題としては､通常のケーソンにおける周面摩擦力についての過去の計測事例は少なく､今回の計

測もSSケーソンに関する1つの事例に過ぎない｡したがって､今後も現場計測の継続とデータ収集に努める

とともに､室内実験なども行って総合的に検討を重ねていく必要がある｡
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